
京都薬科大学での学び 

 

本学は高度の教育及び学術研究機関として、薬学の教育及び研究を推進することにより、生命の尊厳を基盤とし

て人類の健康と福祉に貢献することを教育理念とする。 

 

 

本学における教育は、医療・創薬・生命科学に関する幅広い専門知識に基づいた思考力と行動力、さらには豊か

な教養と生命の尊厳を踏まえた高い倫理観を伴う人間性を兼備した薬剤師に必要な能力を身につけ、臨床領域をは

じめ、創薬科学領域、学術・教育領域、保健・衛生領域等、多様な領域において活躍できる人材を育成することを

目的とする。 

 

 

京都薬科大学は、教育理念および教育目的に基づき、また、「薬剤師として求められる基本的な資質」を踏まえ、

Science（科学）、Art（技術）、Humanity（人間性）のバランスが取れた薬剤師である「ファーマシスト・サイエン

ティスト」の基本的な素養を身につける教育を行う。本学のカリキュラムにより所定の単位を修得し、ファーマシ

スト・サイエンティストとしての次の５つの素養を身につけた学生に学士（薬学）の学位を授与する。 

ＤＰ1．多様な医療関連分野において、基礎薬学および臨床薬学の知識・技術を統合的に活用できる。（科学・技術） 

ＤＰ2．問題発見・解決において、基礎薬学および臨床薬学の知識・技術を基に思考・実証できる。（科学・技術） 

ＤＰ3．社会での薬学的知識・技術の活用において、生命を尊重する倫理観および幅広い教養を基に他者の多様性に

対応できる。（人間性） 

ＤＰ4．薬学的知識・技術を基に多職種連携を担ううえで、他職種との協働に対応できる。（人間性） 

ＤＰ5．自己研鑽し続け、医療の進歩への対応と後進の育成に臨む意欲と行動力を有している。（科学・技術・人間性） 

 薬剤師免許を取得した本学卒業生は、ファーマシスト・サイエンティストの基本的な素養を身につけた薬剤師と 

して、臨床領域をはじめ、創薬科学産業領域、学術・教育領域、保健・衛生行政領域等、医療に関連する多様な領 

域において、新たな活力となることが期待される。 

 

 
京都薬科大学は、ファーマシスト・サイエンティストとしての素養を身につける教育を行うため、次の方針を基

に体系的なカリキュラムを編成・実施する。 

 カリキュラムの編成においては、学生がディプロマ・ポリシーに掲げた５つの素養を修得するために、基礎的な

知識・技術・態度の修得にはじまり、これらを統合して思考・表現する能力、さらには、活用して行動する実践力

の順に、年次進行的に身につける系統的なカリキュラムの編成を基本方針とする。 

 この編成方針に基づいたカリキュラムにおける学修内容は、「薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25 年度

改訂版）」に準拠し、「薬学準備教育ガイドライン」、「薬学アドバンスト教育ガイドライン」、「薬学実務実習に関す

るガイドライン（平成 27年 2月）」を踏まえて設定することを基本とする。これらに本学独自の学修内容を加え、

５つの各素養を身につけるための学修内容を以下の各方針に基づいて授業科目群として順次性をもって編成し、各

授業科目に応じた到達目標・学修内容・評価方法を設定することよってカリキュラムを実施する。 

 

ＣＰ1．専門的実践力の養成（科学・技術） 

初年次における薬学準備教育の充実により、高等学校と大学との知識を連結させ、薬学への関心を高める。「薬

学教育モデル・コアカリキュラム」を基本とした、本学独自の学修内容で体系的に薬学を学ぶことにより、高度な

知識、統合的な思考力、技術、態度を身につけ、医療を通じて人に奉仕し、社会に貢献できる能力を育む。 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー：ＣＰ） 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー：ＤＰ） 

教育目的 

教育理念 



ＣＰ2．研究的思考・実践力の養成（科学・技術） 

総合薬学研究（卒業論文研究）において、最先端の科学に接することにより、4 年次までに培った統合的思考力

と技術をさらに高め、これらを基盤とした問題発見・解決能力を養成する。さらに 5年次より探究薬学コースある

いは実践薬学コースへのコース選択により、専門性を深化させその領域において創造性を発揮できる能力を育む。 

ＣＰ3．教養・倫理観・多様性への配慮を伴う人間性の醸成（人間性） 

他者に対する興味・関心を高めるために、初年次から教養教育および語学教育を充実させ、幅広い教養と視野を

身につけ、医療に関わる専門家として、より深く他人を思いやる心と生命を尊重する倫理観を育む。 

ＣＰ4．多様性の中での協働力の養成（人間性） 

初年次におけるアクティブラーニング的な学習形態を取り入れた少人数教育（早期体験学習、基礎演習）等を発

端とし、総合薬学研究における分野等での他者との協働活動や実務実習において様々なニーズをもつ人々と接する

ことで、実践的コミュニケーション能力を高め、医療機関や地域におけるチーム医療を始めとする様々な環境や職

域において活躍できる能力を育む。 

ＣＰ5．自己研鑽意欲と教育意欲の醸成（科学・技術・人間性） 

総合薬学研究における分野等での研究活動を通じて、自ら答を見つけることの困難さを実感し、日々進歩する医

療に対応するために常に自己研鑽する意欲と態度を身につけ、他者に対し指導や議論、プレゼンテーションをする

ことにより、後進を育成する意欲や行動力を育む。 

 この方針を基に編成したカリキュラムの全体像を示すカリキュラムマップおよび個々の授業計画（到達目標・学

修内容・評価方法）をシラバスに記載する。 

 

 

京都薬科大学は、「愛学躬行」を建学精神とし、Science（科学）、Art（技術）、Humanity（人間性）を兼ね備え、

医療・創薬・生命科学の発展に貢献できる薬剤師の養成を目指している。入学者は本学の建学精神や教育理念・教

育目的をよく理解し、薬学を学ぶことに強い熱意をもって学士（薬学）に求められる素養を身につけることが要求

される。そのために以下の能力を備えた者を、各種選抜試験を通して入学させる。 

ＡＰ1．理科や数学などの基礎科学に加え、英語力など、薬学を学ぶ上で必要な、幅広くバランスの取れた知識や技

能を有している。（知識・技能） 

ＡＰ2．論理的に思考・表現し、自らの考えを的確に他者に伝えることができる。（思考力・判断力・表現力） 

ＡＰ3．自ら進んで物事の課題や問題点を考え、解決するために努力できる。（主体性） 

ＡＰ4．思いやりと協調性を持ち、他者と円滑にコミュニケーションをとることができる。（協働態度） 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

参考：カッコ内の語句は以下の「学力の三要素」である。 

(1) 知識・技能 

(2) 思考力・判断力・表現力等の能力 

(3) 主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ態度 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー：ＡＰ） 



 

参考：3 ポリシーの関連性 

 ＤＰの項目を身につけるために、ＣＰに基づいてカリキュラムを編成する。このカリキュラムで学修する学生を、

ＡＰの全項目または一部に基づいた入学試験を通して選抜する。 

 


